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あ
い
ち
通
信 

 

第
六
十
七
号 

 
平
成
二
十
七
年
新
春
役
員
総
会
が
開
催
さ
る 

 

去
る
一
月
三
十
日
、
平
成
二
十
七
年
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
新
春
役
員
総
会
が
熱
田
神
宮

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立
ち
参
加
者
は
、
熱
田
神
宮
御
垣
内
参
拝
を
行
い
、
清
清
し

い
心
で
総
会
に
望
ん
だ
。
国
歌
斉
唱
、
綱
領
唱
和
に
続
き
、
重
冨
亮
愛
知
県
本
部
会
長
よ
り
式

辞
、
小
串
和
夫
名
誉
会
長
よ
り
年
頭
挨
拶
が
あ
っ
た
。
次
に
事
務
局
よ
り
平
成
二
十
六
年
運

動
報
告
、
平
成
二
十
七
年
運
動
計
画
の
発
表
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
た
。
特
に
本
年

は
、
憲
法
改
正
運
動
に
全
力
を
尽
く
す
と
し
て
、
来
る
五
月
二
十
七
日
に
「
美
し
い
日
本
の
憲

法
を
つ
く
る
愛
知
県
民
の
会
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
閉
会
挨
拶
を
、
牧
野
武
彦

愛
知
県
神
社
庁
副
庁
長
よ
り
い
た
だ
き
無
事
に
総
会
を
終
了
。
懇
親
会
に
移
り
、
乾
杯
御
発

声
が
服
部
憲
明
神
道
政
治
連
盟
愛
知
県
本
部
会
長
よ
り
な
さ
れ
、
暫
し
歓
談
。
そ
の
後
、
全
員

よ
り
自
己
紹
介
と
新
年
の
抱
負
が
語
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
終
了
し
た
。
参
加
者
は
、

前
年
倍
増
の
四
十
一
名
と
な
り
盛
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
左
の
通
り
。 

 

【衆
議
院
議
員
】工
藤
彰
三
（代
理
）
、
熊
田
裕
通
（代
理
）、
丹
羽
秀
樹
（代
理
）
、
鈴
木
淳
司

（代
理
）【参
議
院
議
員
】藤
川
政
人
（代
理
）
【名
古
屋
市
会
議
員
連
盟
】藤
沢
忠
将
（顧
問
）、

山
本
久
樹
（会
長
）、
岩
本
崇
宏
、
松
井
良
憲
、
浅
井
正
仁
、
宇
佐
美
い
く
愛
【名
誉
会
長
】小

串
和
夫
（愛
知
県
神
社
庁
庁
長
・熱
田
神
宮
宮
司
）【
会
長
】重
冨
亮
（
医
療
法
人
香
流
会
理
事

長
）【代
表
委
員
】牧
野
武
彦
（愛
知
県
神
社
庁
副
庁
長
・
大
縣
神
社
宮
司
）、
服
部
憲
明
（
神
道

政
治
連
盟
愛
知
県
本
部
会
長
）、
辰
守
弘
（
真
清
田
神
社
宮
司
）、
山
脇
敏
夫
（
尾
張
大
國
霊

神
社
宮
司
）、
副
野
均
（若
宮
八
幡
社
宮
司
）、
高
羽
伸
浩
（愛
知
縣
護
國
神
社
宮
司
）、
岩
佐

龍
治
（念
法
真
教
名
古
屋
念
法
寺
信
徒
総
代
）、
滝
藤 

勲
（新
生
佛
教
教
団
名
岐
支
部
）、
深
谷
昇
（株
式 

会
社
エ
フ
ケ
イ
社
長
）、
名
倉
輝
光
（名
古
屋
経
営
者 

漁
火
会
会
長
（新
任
））、
西
村
和
子
（和
ら
ぎ
健
康 

セ
ン
タ
ー
代
表
（新
任
）【理
事
長
】森
藤
左
エ
門 

（森
藤
技
研
工
業
株
式
会
社
社
長
）
【理
事
】
丹
下
英 

次
（愛
知
県
神
社
庁
参
事
）、
磯
貝
正
温(

大
東
塾 

塾
友)

、
天
野
正
基
（尾
張
北
支
部
事
務
局
長
）、 

江
副
嘉
彦
（名
古
屋
支
部
支
部
長
）
、 

水
田
美
子 

（西
春
日
井
支
部
支
部
長
）、
江
崎
雅
博
（名
古
屋
東 

部
支
部
支
部
長
）、
大
川
泰
弘
（名
古
屋
西
部
支
部 

支
部
長
）、
江
場
寛
一
（名
古
屋
西
部
支
部
副
支
部 

長
）、
鈴
木
直
人
（知
多
支
部
支
部
長
）、
子
安
博
明 

（春
日
井
支
部
事
務
局
長
） 

【オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】出
島 

正
人
（日
本
会
議
事
務
総
局
組
織
部
長
）、
馬
渕
雅 

宣
（日
本
会
議
岐
阜
県
本
部
専
務
理
事
）、
杉
山
貴 

紀
（日
本
青
年
会
議
所
憲
法
論
議
推
進
委
員
会 

委
員
長
）、
高
橋
力
雄
（愛
知
県
神
社
庁
主
事
） 

【事
務
局
長
】服
部
守
孝
【事
務
局
次
長
】南
部
文
宏 

 

名
古
屋
西
部
支
部 

 
 
 
 
 
 
 

 

街
宣
活
動
報
告 

一
月
十
四
日
の
水
曜
日
、
今
年
に
な
っ
て
初

め
て
の
街
宣
活
動
を
朝
八
時
か
ら
地
下
鉄
高

畑
駅
交
差
点
で
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
も
ち

ろ
ん
『憲
法
改
正
』。
今
年
は
私
た
ち
日
本
会

議
会
員
の
願
い
で
あ
る
憲
法
改
正
の
機
運
を

も
っ
と
も
っ
と
高
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

高
畑
駅
は
通
勤
客
の
多
い
場
所
で
あ
り
ま
す

の
で
大
い
に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
！
交
差
点

の
反
対
側
に
四
月
の
統
一
地
方
選
の
立
候
補

者
も
街
宣
を
し
て
み
え
ま
し
た
が
、
は
っ
き
り

言
っ
て
経
済
を
良
く
す
る
、
福
祉
を
充
実
さ

せ
る
、
雇
用
を
促
進
す
る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
ど
こ
の
党
の
誰
で
も
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ

り
も
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
拉

致
被
害
者
の
救
出
や
憲
法
改
正
に
つ
い
て
ど

う
思
っ
て
る
か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
地
方

議
員
の
方
々
で
よ
く
『国
と
地
方
は
関
係
な

い
』と
い
う
方
が
み
え
ま
す
が
そ
う
い
う
議
員

が
い
る
地
方
自
治
体
は
地
方
交
付
金
を
辞
退

す
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

国
に
住
ん
で
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
警
察
も

消
防
も
通
貨
も
パ
ス
ポ
ー
ト
も
い
ら
な
い
と
言

う
ん
で
し
ょ
う
か
？
今
現
在
あ
る
社
会
の
枠

組
み
の
中
で
一
番
大
き
な
も
の
は
『国
家
』と

い
う
も
の
で
す
。
国
な
く
し
て
地
方
も
存
在
い

た
し
ま
せ
ん
。
憲
法
改
正
は
絶
対
に
必
要
で

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
力
を
合
わ
せ
て
実
現
に

む
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（文
責 

名
古
屋
西
部
支
部 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

副
支
部
長 

江
場
寛
一
） 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
六
回
勉
強
会
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
実
施
！ 

●
日
時
一
月
二
十
五
日(

日)

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分
●
会
場
野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
参
加
者
数
七
名
【第
一
部
勉
強
会
】テ
ー
マ
「保
守
政
党
に
つ
い
て
考
え
る
四
」
、
座
長
東
部
支
部
事
務

局
長
加
藤
貴
之
●
今
回
は
昨
年
末
の
総
選
挙
に
て
大
敗
を
喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
「次
世
代
の
党
」
に
つ
い

て
の
政
策
そ
の
他
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
や
は
り
話
題
の
中
心
は
選
挙
の
敗
因
に
つ
い
て
と
な

り
、
「生
活
保
護
の
問
題
な
ど
は
と
て
も
大
切
な
事
柄
で
は
あ
っ
た
が
有
権
者
へ
の
伝
え
方
に
問
題
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
？
」
や
「そ
も
そ
も
党
名
が
覚
え
に
く
い
の
で
は
？
」
「
準
備
が
足
り
な
か
っ
た
？
」
な
ど
様
々

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
改
憲
勢
力
で
あ
る
保
守
政
党
が
議
席
を
大
幅
に
減
ら
し
た
事
は
大
き
な
損

失
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
は
で
き
る
こ
と
か
ら
自
主
憲
法
制
定
に
向
け
て
地
道
に
活
動
し
て
い
こ
う

と
い
う
意
見
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
【第
二
部
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
】●
午
後
二
時
～
四
時
●
場
所
昭
和
区
御
器

所
交
差
点
周
辺
●
参
加
者
数
四
名 

今
回
は
愛
知
県
知
事
選
挙
期
間
中
に
つ
き
、
定
例
の
街
宣
に
代
え
て

改
憲
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
、
街
宣
を
行
う
交
差
点
を
中
心
に
四
地
区
に
分
け
放

射
線
状
に
配
布
し
ま
し
た
。
概
ね
千
二
百
枚
く
ら
い
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

（文
責
・愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

 

知
多
支
部
第
一
回
例
会 

開
催
さ
る 

日
本
会
議
知
多
支
部
は
昨
年
十
月
十
一
日
に
発
会

さ
れ
た
。
第
一
回
例
会
を
十
二
月
に
予
定
し
て
い
た

が
、
衆
議
員
選
挙
の
た
め
順
延
と
な
り
、
こ
の
日
を

迎
え
た
。
知
多
支
部
は
、
衆
議
員
愛
知
八
区
の
九
市

町
に
大
府
市
を
加
え
た
広
域
支
部
で
あ
る
。
定
例
会

場
を
、
東
海
市
の
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー(

名
鉄
太
田

川
駅
前)

に
定
め
、
準
備
会
を
含
め
既
に
三
回
の
会

合
が
持
た
れ
て
い
る
。
記
念
す
べ
き
第
一
回
例
会
で

は
、
大
原
康
男
先
生
出
演
のD

V
D

視
聴
や
、
鈴
木
直

人
支
部
長
か
ら
支
部
活
動
の
提
案
と
、
意
見
交
換

会
が
持
た
れ
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
が
出
さ
れ
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
会
だ
っ

た
。
終
了
後
は
、
近
く
の
イ
タ
リ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移

動
し
て
新
年
会
と
な
り
、
更
に
同
志
的
連
帯
が
深

ま
っ
た
。 

 
 
(

文
責 

愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

服
部
守
孝) 

▲西部支部    ▼知多支部 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■３月１日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
  ９時より月次祭に参列予定。 
■引き続き４月５日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中
止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者
の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。★２月
１日は、１４名の方が参加、うち1名は初参加でした。９
時より月次祭にも出席しました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     （１月４日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年三月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（一
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
六
年
十
二
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

関
山
利
和
（正
会
員
） 

毛
利
元
保
（正
会
員
） 

加
藤
嘉
則
（正
会
員
） 

山
下
み
き
え
（女
性
会
員
） 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

一
日
（木
）年
末
、
同
じ
学
区
に
転
居
し

た
南
部
文
宏
さ
ん
と
氏
神
様
に
初
詣
。

初
陣
勝
利
を
祈
願
。 

四
日
（日
）第
六
十
四
回
愛
知
縣
護
國

神
社
清
掃
奉
仕
。
新
年
早
々
、
十
六
名

の
参
加
が
あ
り
、
神
社
の
ご
好
意
で
新

春
参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、 

崇
教
真
光
愛
知
大
道
場
へ
年
始
ご
挨

拶
。 

五
日
（月
）キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
渡
辺
ノ

ブ
子
さ
ん
来
訪
。
会
員
継
続
を
し
て
下 

さ
り
感
謝
。 

六
日
（火
）南
部
文
宏
さ
ん
の
新
居
お

披
露
目
を
兼
ね
た
新
年
会
へ
。
得
意
料

理
の
牡
蠣
土
手
鍋
を
振
舞
っ
た
。
高
級

焼
酎
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
大
い
に
飲

ん
だ
。 

九
日
（金
）愛
知
県
遺
族
連
合
会
の
新

年
互
例
会
に
参
加
。
県
内
公
職
者
、
遺

族
代
表
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
盛
況

だ
っ
た
。
終
戦
七
十
周
年
を
迎
え
、
英

霊
顕
彰
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。 

十
二
日
（月
）日
本
協
議
会
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
新
年
会
に
参
加
。
こ
の
会
は
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
揃
っ
て
、

熱
田
神
宮
御
垣
内
参
拝
の
後
、
懇
親

会
を
開
催
し
て
い
る
。
今
年
は
、
家
族

連
れ
も
あ
り
盛
会
と
な
っ
た
。
境
内
の

宝
物
館
で
は
、
出
雲
大
社
に
ま
つ
わ
る

宝
物
も
展
示
中
で
、
併
せ
て
拝
観
し
た
。 

十
三
日
（火
）リ
ソ
グ
ラ
フ
印
刷
機
を

買
い
替
え
。
中
古
品
だ
が
、
メ
モ
リ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
か
ら
製
版
が
で
き
、
印
刷
が
よ

り
鮮
明
と
な
る
良
品
だ
。
大
切
に
使
っ

て
行
き
た
い
。 

十
四
日
（水
）名
古
屋
経
営
者
漁
火
会

定
例
会
に
参
加
。
会
場
は
「世
界
の
山

ち
ゃ
ん
」
本
店
。
オ
ー
ナ
ー
の
山
本
さ
ん

は
愛
国
の
経
営
者
で
あ
る
。
こ
の
度
、
タ

イ
国
に
も
出
店
さ
れ
た
由
。 

十
五
日
（木
）若
宮
八
幡
社
を
参
拝
し
、

副
野
均
宮
司
に
ご
挨
拶
。
三
月
に
新
た

な
会
館
を
竣
工
さ
れ
る
お
話
を
伺
っ
た
。

竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共

和
国
の
マ
ン
リ
オ
・カ
デ
ロ
大
使
を
お
招

き
し
た
い
と
の
ご
依
頼
を
受
け
た
。 

十
六
日
（金
）れ
き
べ
ん
（名
古
屋
歴
史

勉
強
塾
）へ
。
金
山
神
社
の
小
野
さ
ん
よ

り
「古
事
記
」
講
義
を
受
け
、
終
了
後

の
懇
親
会
に
も
参
加
。
終
電
ま
で
楽
し

く
過
ご
し
た
。 

十
七
日
（土
）新
生
佛
教
教
団
の
横
井

ト
モ
ミ
さ
ん
来
訪
。
建
国
行
事
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
を
お
願
い
し
た
。 

十
八
日
（日
）世
論
の
会
新
年
会
に
参

加
。
三
輪
和
雄
会
長
や
塚
本
三
郎
先

生
に
も
久
し
ぶ
り
に
お
目
に
か
か
れ
た
。

「憲
法
改
正
実
現
の
た
め
、
保
守
陣
営 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
一 

天
皇
皇
后
の
お
墓
を
「陵
（み
さ
さ
ぎ
）」

と
呼
び
、
そ
の
他
皇
族
方
の
お
墓
と
あ

わ
せ
て
「陵
墓
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
か
ら

筆
者
が
陵
墓
を
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

記
録
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

先
月
一
月
十
六
日
に
、
京
都
の
知
恩
院
、

青
蓮
院
、
南
禅
寺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地

内
に
あ
る
皇
族
方
の
お
墓
を
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
京
都
駅
か

ら
市
営
バ
ス
二
〇
六
系
統
に
乗
り
祇
園

で
降
り
立
つ
。
そ
こ
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

取
り
出
し
陵
墓
参
拝
の
強
力
な
武
器
で

あ
る
「陵
墓
探
訪
記
」
と
い
う
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
る
。
「探
訪
」
と
は
な
ん
と
も

不
敬
な
こ
と
で
あ
る
が
、
非
常
に
便
利
な

サ
イ
ト
な
の
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

ま
ず
最
初
に
①
知
恩
院
宮
墓
地
と
そ
れ

に
隣
接
す
る
第
百
十
二
代
霊
元
天
皇
五

世
皇
孫
長
宮
墓
を
目
指
す
べ
く
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
を
確
認
す
る
。
知
恩
院
の
三
門
を

く
ぐ
り
女
坂
を
登
る
。
そ
し
て
現
在
修

理
中
で
巨
大
な
お
お
い
が
被
さ
っ
て
い
る

御
影
堂
を
左
手
に
見
な
が
ら
御
影
堂
の

裏
手
に
回
っ
た
。
そ
こ
か
ら
更
に
上
る
と

法
然
上
人
の
御
廟
が
あ
る
と
案
内
が
あ

る
の
で
そ
れ
に
従
っ
た
。
階
段
を
上
り
切

る
と
左
に
曲
が
れ
ば
御
廟
と
あ
る
が
、
そ

こ
を
右
手
に
曲
が
り
一
心
院
の
中
の
墓

地
に
入
る
。
そ
の
墓
地
の
一
番
高
い
と
こ

ろ
に
知
恩
院
宮
墓
地
が
あ
っ
た
。
合
掌
。

左
隣
に
あ
る
長
宮
墓
に
も
合
掌
。
振
り

返
る
と
木
々
の
間
か
ら
は
京
都
の
市
街

地
が
見
下
ろ
せ
る
と
て
も
眺
め
の
よ
い
場

所
で
あ
る
。
知
恩
院
宮
墓
地
は
、
第
百

八
代
後
水
尾
天
皇
皇
子
、
第
百
十
一
代

後
西
天
皇
皇
孫
、
霊
元
天
皇
皇
子
、
皇

曾
孫
お
二
方
を
お
祀
り
し
て
い
る
、
隣
に

寄
り
添
う
よ
う
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る

長
宮
様
は
そ
の
霊
元
天
皇
皇
子
の
御
子

孫
で
あ
ろ
う
。 

 

次
に
向
か
う
の
は
、
②
霊
元
天
皇
皇
女

の
吉
子
内
親
王
墓
、
後
西
天
皇
皇
女
の

尊
勝
女
王
墓
、
第
百
十
三
代
東
山
天
皇

皇
孫
女
の
尊
信
女
王
墓
。
三
箇
所
と
も

法
然
上
人
御
廟
を
通
り
過
ぎ
た
奥
の
方

の
墓
地
の
中
だ
。
そ
こ
の
墓
地
に
は
濡
髪

明
神
と
い
う
縁
結
び
に
ご
利
益
の
あ
る

神
社
と
千
姫
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
案
内 

「美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
県
民
の
会
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設
立
要
項
決
定
！ 
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平
成
二
十
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年
五
月
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十
七
日
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時
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熱
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第
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立
大
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二
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記
念
講
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舞
の
海
秀
平
氏
（大
相
撲
解
説
者
） 

参
加
費 

無
料 

 
 
 

（三
月
よ
り
入
場
整
理
券
を
配
布
予
定
） 

運
動
方
針 

○
憲
法
改
正
に
向
け
た
各
種
啓
発
活
動 

○
賛
同
署
名
（愛
知
県
目
標
三
〇
万
）  

○
県
内
市
町
村
の
議
会
決
議
の
推
進 

○
県
内
市
町
村
の
憲
法
改
正
集
会
開
催 

の
大
同
団
結
を
」
と
の
意
見
が
多
く
あ

り
、
嬉
し
か
っ
た
。 

二
十
日
（火
）上
京
。
若
宮
八
幡
社
の

副
野
宮
司
と
東
京
大
神
宮
を
参
拝
。

平
日
だ
っ
た
が
、
若
い
女
性
の
参
拝
者

が
多
く
、
賑
わ
っ
て
い
た
。
正
式
参
拝
の

後
、
副
野
宮
司
、
東
京
大
神
宮
の
松
山

幾
一
権
宮
司
と
共
に
、
サ
ン
マ
リ
ノ
大

使
館
を
訪
問
し
、
大
使
に
ご
挨
拶
申
し

上
げ
た
。
松
山
権
宮
司
は
、
昨
年
六
月

の
サ
ン
マ
リ
ノ
神
社
建
立
の
神
事
で
斎

主
を
御
奉
仕
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
因
み

に
「幾
一
」
の
お
名
前
は
我
が
長
男
と
同

名
で
あ
り
、
御
縁
を
感
ず
る
。
大
使
か

ら
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
出
席
の
快
諾
も
い
た

だ
け
た
。 

二
十
一
日
（水
）夕
方
よ
り
、
建
国
記

行
事
案
内
状
の
封
入
一
斉
作
業
。
会

員
の
小
林
洋
亮
さ
ん
、
竹
内
詩
織
さ
ん

が
助
勢
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
短
時

間
で
終
了
。 

二
十
四
日
（土
）知
多
支
部
第
一
回
例

会
に
参
加
。
支
部
活
動
の
方
針
に
つ
き
、

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

三
十
日
（金
）日
本
会
議
愛
知
県
本
部

新
春
役
員
総
会
が
熱
田
神
宮
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。  

 

（詳
細
は
一
面
） 

三
十
一
日
（土
）上
京
。
日
本
協
議
会

中
央
理
事
会
に
出
席
。 

板
は
あ
る
の
だ
が
目
指
す
お
三
方
の
お

墓
の
案
内
板
は
当
然
な
が
ら
な
い
。
そ
こ

そ
こ
広
い
墓
地
の
中
で
さ
ほ
ど
大
き
く
な

い
三
箇
所
と
も
探
す
の
に
十
五
分
程
度

要
し
て
し
ま
っ
た
。
合
掌
。
こ
こ
で
「陵
墓
」

に
関
す
る
ひ
と
つ
の
法
則
に
気
が
付
い
た
。

そ
れ
は
、
必
ず
鉄
格
子
も
し
く
は
鉄
板

製
の
扉
が
あ
り
、
普
段
は
閉
じ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
お
そ
ら
く
皇
族
方
が

ご
参
拝
さ
れ
る
と
き
に
は
開
け
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
。
と
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
知
恩

院
三
門
ま
で
降
り
て
い
っ
た
。
そ
の
次
は

③
第
九
十
五
代
花
園
天
皇
の
十
楽
院

上
陵
で
す
。
知
恩
院
と
青
蓮
院
門
跡
と

の
間
に
あ
る
参
道
を
登
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
鳥
居
が
あ
る
の
で
、

二
礼
二
拍
手
一
礼
。
花
園
天
皇
は
今
上

陛
下
の
直
系
の
ご
先
祖
で
あ
ら
れ
る
第

九
十
三
代
後
伏
見
天
皇
の
弟
君
で
す
。

そ
し
て
青
蓮
院
宮
上
ノ
墓
地
と
青
蓮
院

宮
下
ノ
墓
地
に
向
か
い
ま
す
。
（続
く
） 
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愛
知
県
本
部 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 


